
名寄市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）で示す具体的な取組

基本方針 施策 具体的な取組 内容・課題等 市民 事業者 行政

暖房や照明機器等の節電モードの利用や長時間使用しない時の電源ＯＦＦ 暖房や照明のこまめな電源オンオフ ○ ○ ○

マイカー利用を控え、徒歩・自転車・公共交通機関などによる移動 てくTECH活動との連動 ○ ○ ○

クールビズ、ウォームビズの実践 クールビズを実施 ○ ○

エコドライブの実践 ○ ○ ○

ICT機器の活用による業務等の効率化 ドローンの活用、ICTを活用した教育 ○ ○

働き方改革の推進 農閑期は時短労働 ○ ○

宅配便の再配達の削減 宅配ボックスの設置補助 ○ ○

ＨＥＭＳやBEMSなどを活用した効率的なエネルギー管理 HEMSによってエネルギー使用量が見える化できる ○ ○ ○

省エネ性能の高い設備・機器の導入 LEDを導入した ○ ○ ○

既存住宅・既存建築物の断熱性、遮熱性向上
建物を白塗りすることで、遮熱性を高められる。白い
建物の景観が名寄の特色になるのでは。

○ ○ ○

既存住宅の断熱改修工事の啓発 ● ● ○

新築住宅・新築建築物へのZEH・ＺＥＢの導入 ZＥＢの建設を検討した ○ ○ ○

ＺＥＨ・ＺＥＢなどの導入促進 ● ● ○

省エネ基準への適合指導 ● ● ○

想定される取組 第1～2回委員会のご意見 対象

省エネルギー性能の高い設備・
機器の導入

建築物の省エネルギー性能の
向上

基本方針１　省エネルギー
の推進

環境に配慮した行動の推進

黒字：名寄市の既存計画に記載
赤字：委員会の意見を踏まえて追加

○：実施者
●：受け手資料２
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太陽光発電や蓄電池の導入 太陽光パネルの設置 ○ ○ ○

木質バイオマス、雪冷熱、風力発電等の導入 雪氷冷熱を農協倉庫で利用している ○

水素エネルギーの調査・研究 水素エネルギーの活用 ○

太陽光発電や蓄電池の導入促進 ○

PPAモデル等事業手法の周知・普及 ● ○

民間事業者との連携による地域新電力など事業体の検討 ○ ○

市内の山林などで発生する未利用材（間伐材や林地残材など）の有効活用 ○

もみ殻の燃料への活用 もみ殻の活用 ○

ごみの焼却で発生する廃熱利用の検討 ○

再生可能エネルギーの普及・活
用

再生可能エネルギーの導入促
進

再生可能エネルギーへの有効
活用

基本方針2　再生可能エネ
ルギー等の促進
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排出される廃棄物の減量化 ○ ○ ○

廃棄物の適正な資源化の推進 ○ ○ ○

食品ロスの削減 ○ ○ ○

割り箸・紙コップ等の使用自粛（マイカップ等利用促進） ○ ○ ○

グリーン購入の推進 ○ ○ ○

資源の再利用促進 ○ ○ ○

ペーパーレス化の推進 行政手続きのペーパーレス化、タブレットの使用 ○ ○ ○

ごみの適正な分別の推進 ○ ○ ○

分別排出指導の推進 ● ● ○

廃棄物の適正処理

基本方針3 循環型社会形
成の推進

３R（リデュース・リユース・リサ
イクル） の推進
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まちなか居住の検討 〇

空家の流通促進、有効活用 〇 〇 〇

まちなかへの居住等の促進 〇

物流事業者との連携によるゼロカーボン物流の拠点機能構築 ○ ○

物流の効率化 積み荷の待機時間削減 ○ ○

除雪の効率化 除雪箇所の適正化 ○ ○

効率的で利便性の高い公共交通網の形成 デマンドバスの利用 ● ○

次世代自動車の導入（PHEV、EV） 行政や貨物車両のEV車導入 ○ ○ ○

電気自動車の充電施設の設置 公共施設や商業施設への充電設備の設置 ○ ○

次世代自動車、充電施設の導入啓発 ● ● 〇

ゼロカーボン・ドライブの推進（太陽発電でEV充電） ○ ○ ○

コンパクトなまちづくりの推進

公共交通の充実と物流の効率
化

次世代自動車の普及促進

基本方針4 脱炭素型のま
ちづくりの推進
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緑化活動や緑の保全活動の推進 ○ ○ ○

公園・緑地の保全 〇

適切な森林整備の推進 ○ ○ ○

環境負荷軽減に配慮した農業の推進 〇 ○

Jクレジット制度の活用 Jクレジットとして補助金をもらっている ○ ○

地球温暖化対策に関するイベント等への参画 脱炭素セミナーへの参加 〇 〇 〇

子ども向け環境教育の実施 子どもから大人への意識醸成 ● ○

地球温暖化対策に関する出前講座やイベント等の開催 正しい情報発信が必要、脱炭素セミナーへの参加 ● ● ○

省エネ対策による家計へのメリットやエネルギーの見える化ツール等の情報発信
・省エネクイズが家庭の省エネ対策に有効
・ほくでんエネモールによる電力の見える化

● ○

Yorocaと連携したポイント制度導入やエネルギーの見える化等の実施検討
・節電効果が見えると意識が高まる
・歩行距離とCO2削減効果の連動

● ○

「名寄市省エネの日」の設立による、集中的な省エネ対策の実施 名寄市全体で省エネ対策をする日を設立する ○ ○ ○

CO２を出さない体験型観光
カヌーやサイクリングなど、CO2を出さない観光商品
として推奨

○

基本方針５ CO2吸収源の
確保

CO2吸収源

人材育成の推進

情報発信の充実

連携体制の充実

基本方針6 環境教育・連
携体制の推進
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⼟浦市エコパートナー事業

⽬的

市では，市と事業者とが緊密なパートナーシップを形成して地球温暖化問題，エネルギー問題及びごみ問題を改善することにより，次世代の⼦どもたちにより良い環境を引き
継ぐことを⽬的として，協調して脱炭素社会づくり及び循環型社会づくりを⾏う⼟浦市エコパートナー事業を⾏っています。

エコパートナーとは

市内に事業所を有し，市域における温室効果ガス排出量の削減及びごみの減量等に率先して取り組む事業者で，「⼟浦エコパートナー協定」を締結した事業者をいいます。

事業者の役割

1. 事業活動における電気などのエネルギーの効率的な利⽤，事業活動におけるゴミの削減，地域社会の環境保全意識の⾼揚を図るための取組，社員への環境教育や啓発活
動に係る計画及び実績の報告

2. 市の実施する環境イベント等への協⼒

市の役割

1. エコパートナーの取組の市⺠への周知
2. エコパートナーであることを⽰すステッカーの配付
3. エコパートナーが⾏う取組に対する⽀援

協定締結事業者⼀覧（R6.3.26現在）

事業者名をクリックすると、取組内容が⾒られます。

50⾳ 事業者名

ア⾏

株式会社IJTT

株式会社アールビー

イオンモール株式会社

イオンリテール株式会社

いばらきコープ⽣活協同組合

株式会社宇⽥川コーポレーション

オリエンタルモーター株式会社 ⼟浦事業所

カ⾏

株式会社カスミ

⾹取電池販売株式会社

共英製鋼株式会社 関東事業所

栗⽥アルミ⼯業株式会社

株式会社⼩泉東関東

サ⾏

柴沼醤油醸造株式会社（NEW!!）

株式会社ジョイフルアスレティッククラブ

株式会社ジョイフル本⽥

株式会社常陽銀⾏

⽔郷つくば農業協同組合

株式会社スーパーマルモ

株式会社精⼯つくば⼯場（NEW!!）

関彰商事株式会社ビジネストランスフォーメーション部第2統括⼟浦営業所（NEW!!）

タ⾏ 社会福祉法⼈ 欣⽔会 特別養護⽼⼈ホーム 滝の園

株式会社タナカ

塚⽥陶管株式会社














